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経済また文化の交流が深まるとともに、日本人母語話者だけではなく、日本語を操

る外国人も年々増加している。その中で、中国の日本語学習者数は世界第二位であり、

大学、大学院などの高等教育機関で学習する者が５割を占め、中上級レベルに達する

学習者の割合が高いことが特徴である。彼らは留学して日本で生活し、日本語母語話

者同士の日常談話を観察し、学びつつある。教科書で学んだこともない「アノウ」「エッ

ト」なども身に着け、頻繁に使っているが観察できる。しかし、学習者が「言葉が詰

まったときには、言いよどみ語が用いればよい」（小出 1983）という知識から使われ

るフィラーは、指導する必要性が繰り返し主張されてきているが、学習者のフィラー使用実

態はまだ明らかになっていないだろう。本研究では、中国人上級日本語話者に自らが使用す

るフィラーについての理解を促進し、普段あまり意識せずに用いるフィラーの機能や用法を彼

らが把握することを助け、フィラーがより自然に使用できるようになるのではないかと考える。そ

して、その知見を日本語教育現場でのフィラーの指導に生かせるのではないかと考える。 

自然の会話データを収集するため、日本語母語話者（以下はＪグループと略する）6 名と中

国人上級日本語話者（以下はＣグループと略する）6 名を組み合わせて１対１のペア 6 組を作

り、会話をしてもらった。初対面の会話データである。最低２０分間の会話をするように依頼した、

得られたのは 154 分の会話データである。また、音声データを文字化し、文字化のデータから

フィラーを抽出して、分析対象とした、中国人上級日本語学習者と日本語母語話者との視線

会話データに現れたフィラーの使用数、出現位置、機能を把握することを目的とした。 

調査の結果としては、C グループのフィラー使用数は全発話単語数 5341 のうち 1204 であ

る。J グループの場合は、合計 3840 の総発話単語数のなかに 591 のフィラーが現れている。

割合を見ると、C グループのフィラー使用率は 22．5％であるのに対して、J グループの場合は

15．4％を示している。中国人上級日本語話者 C グループが日本語母語話者 J グループより

フィラーを多く使うということが分かった。中国人上級日本語話者が使用したフィラーの類型に

ついて、山根が分類した９種類はすべて使用された。それは周（2012）の「中国人初級日本語

学習者は数少ないフィラーしか使っていない」という結果と比べて、中国人上級日本語話者が

使用したフィラーは母語話者ほど巧みに使われているとは言えないものの、使用頻度も、使用

種類も少なくないことが分かった。 

中国人上級日本語話者が用いたフィラーの類型の第一位は「ナンカ型」、第二位は「コソア

型」、第三位は「ンー型」。それに対して、Ｊグループが使用したフィラーを類型別に見ると、第

一位は「コソア型」、第二位は「母音型」、第三位は「マー型」である。これは、中国人上級日本

語話者が使用したフィラーと日本語母語話者が用いたフィラーの類型の相違点である。中国

人上級日本語話者は「ナンカ型」を多く使用する傾向が見られる。 

また、自然談話に現れるフィラーとして、それが現れるのが発話の冒頭か、発話の途中か、

発話の末尾かによって仕分けた出現数についての分析の結果、中国人上級日本語話者は

フィラーが発話中に現れやすい傾向が見られたのに対して、日本語母語話者はフィラーが発

話頭に現れやすい傾向が見られた。その原因については、中国人日本語上級話者の場合は

会話の文発話中も躊躇したり、文の調子を整えたり、適切な発話を考えたり、次の発話を思案

していることが推測される。 
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中国人上級日本語話者と日本語母語話者が用いたフィラーの機能別使用率は C グルー

プが「談話調節機能」、「発話境界機能」、「対人機能」、「心的態度機能」という順位となって

いる。J グループのフィラーの機能別使用率は、「対人機能」、「発話境界機能」,「心的態度機

能」,「談話調節機能」、という順位となっている。果たす機能に C グループとの大きな違いが見

られる。つまり、中国人上級日本語話者が用いたフィラーは主に「談話調節機能」「発話境界

機能」であった。フィラーを良好な人間関係を構築するための「対人機能」にあまり使っていな

かった。これによって、曖昧や婉曲な表現を好む日本語母語話者に対し、中国人上級日本語

話者はより直接的な表現を選択する傾向が見られると考えられる。 

さらに、中国人上級日本語話者 C グループが発するフィラーを中心として分析したところ、

中国人上級日本語話者は山根が分類した９種類のフィラーを用いたほか、中国人上級日本

語話者はフィラーとして「ヤッパリ」「コウ」「タブン」「ケド」「ジャ」「チョット」「デ」「中国語フィラー」

を使用した。その使用例について具体的に分析し、中国人上級日本語話者が用いたフィラー

の特徴として「副詞型」「接続詞型」「母語型」「コウ型」として新たに提案したい。 

以上の分析と考察の結果から、コミュニケーション上の問題を解決し、会話をスムーズに進

め、日本語母語話者と円滑な人間関係を構築することに対して、フィラーが大きな役割を果た

していることが分かった。そのため、フィラーを学習者に意識的に指導していく必要があると考

えられる。本研究で明らかになった中国人上級日本語話者が用いたフィラーの特徴、使用実

態と果たす機能の分析結果が、日本語教育現場におけるフィラー指導への示唆になれば幸

いである。 
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